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占める割合が 1 名（0.8％）だったのに対し，Ｂ群 0
















に黒い 14 名（男 1　女 13）10.8% 14 名（男 1　女 13）10.8% 0 0 0
Ｂ．Ａに準ずる
が尻尾が黒い




50 名（男 6　女 44）38.5% 41 名（男 6　女 35）31.5% 7 名（男 0　女 7）5.4% 1 名（男 0　女 1）0.8% 1 名（男 0　女 1）0.8%
Ｄ．まだら模様
18 名（男 8　女 10）13.8% 10 名（男 5　女 5）7.7% 5 名（男 2　女 3）3.8% 0 3 名（男 1　女 2）2.3%
Ｅ．その他
40 名（男 11　女 29）30.8% 16 名（男 5　女 11）　12.3% 16 名（男 3　女 13）12.3% 1 名（男 0　女 1）0.8% 7 名（男 3　女 4）5.4%
合計 130 名（男 26　女 104）100% 89 名（男 17　女 72）68.5% 28 名（男 5　女 23）21.5% 2 名（男 0　女 2）1.5% 11 名（男 4　女 7）8.5%
宮　﨑　百　合
56
れの生き物の描写についても男子の方が正答率が高
かった結果と異なる傾向を示す．
　「ニワトリ・アリ・トンボ」について男子の方が
正答率が高かった理由は，これらの生き物が日常的
によく見かける生き物であること，女子より男子の
方が生き物に対して抵抗が無く自然遊びの経験が豊
富なことから，このような結果になったものと考え
られる．一方，今回の研究で男子より女子の方が正
答率が高かったのは，パンダの顔や動作の愛くるし
さから女子の方がパンダに対して興味関心が高かっ
たからではないかと思われる．
　これはプレカレッジで動物に関する絵本を選ばせ
たところ，科学的な見地からではなく擬人化された
動物の物語を選ぶ生徒がほとんどだったという研究
報告4）にも通じると考えられる．日本においてパン
ダとは科学的見地ではなく「かわいい」という感覚
で関心を寄せていることが影響しているのではない
だろうか．
（３）　知っているつもりと現実との乖離
　今回の調査で，実際の姿とは大きく異なる「全身
まだら模様」に塗った学生が 13.8％にのぼったり，
目と耳以外の頭部に模様が描き加えられたりしたｅ
群の事例を見ると，挙手での質問に反して予想以上
に「『知っているつもり』で実は知らないこと」は
多いのではないかと考えられる．
4 ．課題
　今回の研究では「よく知っているつもりのもので
も，いざ記憶だけで描いてみると間違う」ことが多
いことが示された．
　しかし一番考慮しなければならないのは，実はよ
く知らないのに「知っているつもり」でいることの
怠慢さに気づかないことではないだろうか．
　造形表現や図画工作の授業では動物を作ったり描
いたりすることが多いが，その際には事前に自分で
その動物について調べること，また授業の際に動物
について図鑑やドキュメンタリー映像など科学的な
アプローチで理解を深めるようにしている．記憶だ
けに頼っていては豊かな表現にはならない．
　保育現場では造形表現に限らず動物をモチーフに
した活動が多い．だからこそ，保育者を目指す学生
がより理解と関心を深め，子ども達に生き生きとし
た活動を提供できるような環境が求められる．その
ためにも，より一層の授業の充実が求められる．
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